
 

 

話してみないと分からない 

令和５年（２０２３年）９月号 

縁(ゆかり)通信（女性とシニアに役立つ情報をお伝えします） 

９月 「長月」そろそろ秋の気配・・の時期だと思うのですが、今年は夏が長いですね。四季がある

日本のはずが、どうも様子がおかしい？未来のために少し考え直さなければ     

キーワード 『取り返しのつかないことがある』 

 

 

（前回までのあらすじ）母が亡くなり四十九日を迎える時期になったころ、お墓はどうするのかと

いう問題が・・・父は先祖代々の四季家の墓にと考えていたが、秋子は納得できず・・・・ 

無宗教で四十九日も関係ないとは思ったが、お墓のこともあり秋子は一度家族で集まろうと

考え連絡    ～後日家族が集合した～ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～秋子は夏男をじろっと見て、自分の集めた資料を広げた～ 

 

秋子には逆らわない方が良いみたいですね       

では、ここからはお墓の種類と費用についてみていきましょう。  

第１７号 

 

秋子「お母さんが亡くなってもう四十九日も過ぎるなんて早いよね。 

    早速だけど夏男兄さんと冬子は、四季家のお墓参りには行ってる？」 

夏男（兄）冬子（妹） 

「え？そう言われると行ってないけど、場所もうろ覚えであまり覚えてないな～💦」 

秋子「ほらね、お父さん！やっぱり誰もお墓参りに行ってないよ。そこにお母さんを納骨するなん

て私は反対だわ！」 

春男（父）「父さんもそんなに深く考えないで言ったんだ、そんなに責めないでくれよ・・・」 

秋子「兄さんと冬子はどう考えているの？特に夏男兄さんは、お墓を守っていくんでしょ？」 

夏男「おいおい、今の時代それはないだろう・・・残された人みんなで守っていこうよ」 

冬子「私は、無理よ。いつも来るのは難しいし、夫の方のお墓もあるもの・・・」 

秋子「無理ってなによ！じゃあどうすれば良いと思っているの？」 

春男（父）「おいおい、お墓の事で喧嘩しないでくれよ・・・俺もいずれ入るんだから。 

今は、永代供養してくれる所もあるらしいから、父さんはそこが良いんじゃないかと思うぞ。」 

秋子「お父さんも、たまには良いこと言うわね。実は私も調べたのよ費用もかかるしね。」 

冬子「秋子姉さんも色々考えてくれていて、ありがとう。私も永代供養がいいな。」 

夏男「みんながそう言うなら、それでいいや。俺は合葬墓でも良いと思っていたけど。」 

 

 

 

 『ちょっと～父さんたら、お母さんをあの四季家の墓に入れるって言ってるのよ！』 
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遺言書の書き方が知りたい・相続の手続きは誰に頼めば良いのか分からない 

忙しくて時間がない！  そんな女性とシニアの悩みを解決します！ 

①お墓の種類はたくさんある、費用は？ 

最近は、お墓はいらないと「散骨」を希望する方もいるかもしれません。 

合葬墓と同じで、あとで個別に供養したくてもできない・・ということもあるため 

自分の希望と残された人の思い、やはり話し合いが大切になりますね。 

 

お墓には宗教の違いや供養の仕方などにより、さまざまな種類がありますが、たくさんありすぎ

ますので一部ご紹介します。 

『家墓』⇒最も一般的な先祖代々のもので、お墓を新しく建てる必要がありません。 

      費用は「住職などへ納骨時のお経代・墓石に名前を彫刻する費用など数十万程度」 

『夫婦墓・両家墓』⇒夫婦だけで埋葬されるお墓や、名字が変わっても入ることができる墓。 

     費用は「お墓を建てる費用となり全国平均（2020年）157万円で九州地方は 200万

円を超える傾向にあります」 

『納骨堂』⇒最近人気のもので、ロッカー型が多い。永代供養・一定期間後は合葬墓に埋葬する
など様々。 

費用は「霊園などにより大きく異なり、５０万円～１５０万円が多い」 

『共同墓』⇒自治体等が管理しているもの・宗教団体で管理しているもの等がある。 

    費用は「自治体の場合は比較的安く数万円程度・宗教団体はその団体による」 

『合葬墓』⇒遺骨を今までのお墓から取り出し、他の人の遺骨とともに埋葬するもの。 

いったん合葬すると、あとで個別に供養したくてもできない。 

費用は「霊園なのか、自治体なのか等により違うが５～３０万円程度」 

『樹木葬』⇒宗教にこだわらないため、ペットと一緒に埋葬して欲しい、血縁関係がなくても一緒

に埋葬して欲しいなども受け入れている場合があり人気です。 

費用は「地域や埋葬の仕方などにより大きく違いがあり、２０～８０万円程度」 

 

 

 

 

次回は、「改葬（墓じまい）とトラブル」についてお伝えしていきます。 

【編集後記】 

  いつも私事ですが、４０年以上のファンである阪神タイガースが優勝しました      ＼(^o^)／ 

18年ぶり～こんなに歴史がある球団なのに、まだ６回目の優勝です     

今年は、野球・バスケ・ラグビーなどスポーツの話題が盛りだくさん、スポーツの秋は涼しく・・・ね～ 
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